
令和４年度 第１回四万十町文化財保護審議会議事録要旨 
 

日時 令和４年６月３０日（木） １０：００～１２:００ 

場所 四万十町役場 東庁舎 2階 町民活動支援室 

参加者 池田 十三生 酒井 寿哉 中津 吉弘 田辺 猛 伊賀 修 宮地 昌美 

欠席者 有馬 義行 横山 藍 

事務局 山脇 光章 味元 伸二郎 片岡 真由子 萩原 隆一 岡田 聖矢 森 文哉 

議題 

（１） 令和３年度事業報告及び令和４年度事業計画について  

（２） 大正 磨製石斧について  

（３） 中平家屋敷解体撤去について  

（４） 文化財の修繕について 

 ①古城山瀬茶堂修繕事業について  

②地吉五ツ鹿踊りお面修繕事業について  

③薬師寺（薬師堂）修繕について  

④興津八幡宮古式神事 備品修繕について 

 

 

 

（池田会長） 

議題(１)令和３年度事業報告及び令和４年度事業計画について事務局から説明をお願いします。 

 

～事務局から説明～ 

 

（池田会長） 

質疑はありませんか。 

 

（池田会長） 

無いようですので、次の(２）大正 磨製石斧について事務局から説明をお願いします。 

 

～事務局から説明～ 

 

（池田会長） 

前回の会でも文化財保護審議会としては、今後完成する文化的施設で各地区から出土した歴史

的資料を展示してほしいということで生涯学習課に案を考えてもらっていると思う。 

その内容を聞きたい。 

 

（味元） 

今後完成する文化的施設は窪川の施設ではなく四万十町全体の施設になる。各地区で出土した

貴重な歴史的資料をここで展示してはどうかと考えている。 

まずは各地域に町ができたことをイメージコンセプトにしたい。 

窪川地区は根々崎遺跡から出土した縄文土器。大正地域は木屋ヶ内遺跡から出土した磨製石斧。

十和地域は十川駄場崎遺跡から出土した尖頭器。これらを考えている。 

 

（田邊委員） 

大正の物は大正で展示した方がよいのではないか。 

文化的施設には写真を置いて本物が見たければ大正民俗資料館に来てもらいたい。 

 

（池田会長） 

十和の方はどう思いますか。 



 

（宮地） 

十和には資料館がないので新施設に展示してもよいのではないか。 

 

(池田会長) 

大正の磨製石斧は今どこで管理しているのか。 

 

(味元) 

現在郷土資料館で展示している。 

 

（田辺） 

詳しい方や施設管理者にも意見を聞きたいので磨製石斧については、少し待ってほしい。 

 

（池田会長） 

窪川、十和は展示について了解した。大正は引き続き検討とする。 

 

（池田会長） 

次の（3）中平家屋敷解体撤去についてお願いします。 

 

～事務局から説明～ 

 

（池田会長） 

質問はありませんか。 

 

（池田会長） 

解体は非常に残念だが、土蔵はどうなったか。 

 

（萩原） 

土蔵は現状のまま残している。 

 

（池田会長） 

ヒビなどは入っていないか。 

 

（萩原） 

少しあるが、今すぐに何とかしないといけない状態ではない。 

 

（池田会長） 

あちこちで地震が起きている。土蔵も文化財に指定しているのでしっかり残していきたい。 

他に何かありますか。 

 

（池田会長） 

次の（4）文化財修繕についてお願いします。 

 

～事務局から説明～ 

 

（池田会長） 

質問はありませんか。 

 

（池田会長） 

昔は茶堂に 20日程度こもる行事等があった。 

 



（萩原） 

小さい集落であり、人口減少とコロナの影響でここ数年は行事ができていない。 

 

（池田会長） 

他に質疑は無いか。 

 

（池田会長） 

次の地吉の五ツ鹿踊りについてお願いします。 

 

～事務局から説明～ 

 

（池田会長） 

質問はありませんか。 

 

（酒井） 

これは宇和島のほうから来た踊りと認識している。 

小学 1年生ぐらいの子供がお面をかぶりやっていたが、最近は子供が集まらず今は青年がやって

いる。 

 

（池田会長） 

文化財保護について、町からの補助率がこれまでは半分だったが、2/3 になり所有者の負担額が

軽減されている。今後文化財を維持していくには大事なことだ。 

 

（池田会長） 

次の薬師寺薬師堂についてお願いします。 

 

～事務局から説明～ 

 

（池田会長） 

建物の水はけが悪く老朽化につながったというわけですね。 

質問はありませんか。 

 

（池田会長） 

この案件は前回の会議でも協議しましたので特に問題ないと思います。 

それでは次の興津八幡宮古式神事 備品修繕についてお願いします。 

 

～事務局から説明～ 

 

（池田会長） 

質問はありませんか。 

今回は国の補助金を 100％使用するので町からの費用はかからないということですね。 

今年度の神事は修繕したものを使用しないのか。 

 

（森） 

修繕に約 5か月かかると聞いている。 

地元の意向では今年度は今の物を使用して、10月の神事が終了後修繕を行う予定にしている。 

 

（池田会長） 

今は神輿と宮船の担ぎ手が少なくなっているので、観光協会などが募集してもいいかもしれな

い。 

 



（山脇） 

昔、担いだことあるが結構体力がいる神事だった。 

 

（池田会長） 

修繕が無事終了したら委員で見学に行きましょう。 

 

（池田会長） 

その他何かありませんか。 

 

（田辺） 

昨日奥打井川で夏祭りがあった。秋には花取踊りを実施する。今後どこの無形民俗芸能もそう

だけど人口減少等で実施できなくなる集落もある。今のうちに映像に残してほしい。 

 

（味元） 

四万十 CATVが独自に収録を行っていたと記憶している。四万十 CATVと協議しながら取り組みた

い。 

 

（池田会長） 

文化財を映像で残すことは大事なことだ。前向きに取り組んでもらいたい。 

必要に応じては予算化し、プロのカメラマンに委託してもよいと思う。 

五ツ鹿踊りも保存したらよい。 

 

（池田会長） 

その他何かありますか。 

私からお願いがあります。牧野冨太郎ゆかりの地を探している。 

何か情報があれば提供いただきたい。 

 

 

（池田会長） 

以上で閉会します。 


